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あ い さ つ
特色ある岡山実族動物研究会
○岡山実験動物研究会(0knyamaAssociation
forLaboratoryAnimalScience)は､初代会長 :猪
貴義氏の初志である麗しい伝統を 27年間保持し
てきました｡その精神は最高の研究発表を聴き､
自己の見聞を広げると同時に､懇親会や2次会を
通して自分の研究を理解しサポー トしてくれる同
士や企業関係者とお友達になり､人類と動物の幸
福のために､日夜研究に勤しむ会員ひとりひとり
の自己実現(Selfactuali2iation)をはかることで
すC即ち
〇第57回研究会が日本生物工学会西日本支部
協賛のもとで平成21(2009)年7月10日 (金)岡
山大学津島キャンパス工学部6号館12番講義室で
開催されましたD
特別講演 1｢線虫C.エレガンスの遺伝子と遺
伝子の虫｣(岡山大学名誉教授 ･香川弘昭氏)､一
般講演 1｢消化管での糖の吸収メカニズムと消化
管内の流れの関係｣(美作大学大学院生活科学研究
科 ･高橋 徹准教授)､講演2｢IL-21の抗体の
親和性成熟における新規な役割 :ノックアウトマ
ススを用いた解析｣(岡山大学大学院自然生科学研
究科 ･細胞機能設計学 ･藤井康正 ･西尾裕美 ･西
川裕美子 ･金山直樹 ･曲 正樹 ･大森 斉教授)､
講演3｢マウスの皮膚ならびに鼻アレルギーモデ
ルに対するプロポリスの影響｣(岡山大学 ･薬学
部 ･薬効解析 ･神名祥史 ･矢野春名 ･香川陽人 ･
亀井千晃教授)､講演4｢高脂肪食がALS系マウ
スの体重ならびに糖尿病病態に及ぼす影響｣(岡山
大学大学院自然科学研究科 ･周 葎 ･国枝哲夫教
授 ･佐藤勝紀教授)､講演5｢精子形成が減数分裂
第一分裂前期で停止するENU誘発突然変異
repro23マウスの解析｣(岡山大学大学院自然科学
研究科 ･浅野友香 ･(独)農業生物資源研究所 ･野
口純子 ･岡山大学大学院自然科学研究科 ･秋山耕
陽 ･辻 岳人 ･国枝哲夫教授)が夕方まで展開さ
れ､会場を西門のピーチユニオン4Fに移して懇
親パーティも開催されましたo
O第 58回研究会が平成21(2009)年11月27日
(金)ピュアリティまきびで開催されました｡
特別講演 1｢DNA検査の利用と実例紹介｣(米
田遺伝子型研究所 ･代表取締役 ･米田-裕氏)､特
別講演 2 ｢日本鶏における形態的および遺伝的多
様性ならびにその利用｣(広島大学大学院生物圏科
学研究科 ･都築政起教授)に続き､
記念講演 ｢花粉症と抗アレルギーの話｣(岡山大
学大学院医歯薬学総合研究科 ･亀井千晃教授)が
開催されました｡
亀井千晃教授は､1968年大阪薬科大学卒､九州
大学大学院薬学研究科修士課程修了後に大日本製
薬株式会社総合研究所でてんかんの病態解明に従
事､アメリカ合衆国メイヨークリニック留学､岡
山大学薬学部教授 ･同評議員 ･同副学部長を歴任
され､本研究会元理事としても御貢献いただき本
年3月に停年退官されますことから花束が贈呈さ
れ､別室にて懇親パーティも開催されました｡
027年間第25号まで続き全国的に評価の高い
｢岡山実験動物研究会報｣バックナンバー2冊体
制の製本 (第 1号～13号,第 14号～24号)が3
部出来上がり､国会図書館にも納められましたo
O平成 19(2007)年より､嶋村三智也理事 (株
クラレ･くらしき研究所 ･研究専任職)､新井成之
常務理事 (㈱林原生物化学研究所･研究センター ･
主席研究員)､国枝哲夫常務理事 (岡山大学大学院
自然科学研究科 ･動物遺伝解析学 ･教授)の尽力
により､念願のHPが立ち上がりました｡
○研究会にPM式 リー ダーシップ論を導入し､
各理事が 2つ以上の役割を日常的に遂行するバー
チャル重複集団化しました｡その際､仕事 ･課題
的リーダーシップ (p:perlbrmance)と遊び ･
集団維持 (M :maintenance)の二刀流が大切で
す｡
･会計 岡山理科大の浅田､石井の各理事
･研究会報の編集 新見短大の内藤理事を中心に
ノー トルダム清心女大の菊永､岡大の高橋､国枝
の各理事担当｡但し､本号までは佐藤前理事が担
当｡
･総務 岡大の国枝､高橋を中心に川崎医大の大
熊､美作大 (今年4月から福岡女子大)の高橋､
岡山理科大の石井の各理事担当｡
･HPの管理と日英バイリンガル化 クラレの嶋
村理事を中心に林原生物化学研究所の新井､新見
短大の内藤､岡大の大森､辻､国枝の各理事担当｡
･｢岡山実験動物研究会報｣を岡山大学学術成果リ
ポジトリ-電子媒体化して瞬時に世界-情報発信
できるようにし､永久保存する仕事を三谷会長が
分担しています｡会員数がますます多くなり､実
り多い (P)楽しい (M)研究会-と更に発展さ
せて参りましょう｡
2国立遺伝学研究所よりゼブラフィッシュ分与さる
2009年 7月 7日､国立遺伝学研究所の初期発生
研究部門の川上浩一教授より環太平洋大学IPU
(InternationalPacifcUniversity)に小型熱帯魚
ゼブラフィッシュ(DaDL'oTerlo):TAB種が分与
されました｡詳しくは本会報の三谷論文をご覧く
ださい ｡pp.37-40
アメリカ合衆国JonnaMAZET教授
岡山実検動物研究会を注目
岡山実験動物研究会の活躍ぶりが､米国カリフ
ォルニアのUniversityofCalilbrnia,Davisの野生
動物臨床健康教授(ProfessorofClimicalWildlife
Health)･野生生活センター長(Director,Wildlife
HealthCenter)であられるヨハナ ･マゼット女史
の心を捕らえました｡直接の契機はHPと石井理
事の御令嬢であられる笹岡香織 (KaoriSasaoka)
様が､｢無線装置設置後のラッコの体温変化につい
て｣ のテーマで､現在マゼット教授のカリフォル
ニア州立大学 ･デイビス校 ･獣医学部 ･獣医予防
医学大学院修士 ･博士課程で研究中であり､ 1P
Uも訪れて研究会をよく把握して伝達しておられ
るからです｡
MAZET教授は､オバマ大統領より6兆円の
援助を受けて
"OneHealthCenter:OHCWater,AninalS,
Food,andSociety"
という研究組織を立ち上げるにあたり､まず日
本では岡山実験動物研究会の参加 ･協力を希望し
ておられます｡外国パー トナーは､スイス､オラ
ンダ､フランス､タンザニア､タイ､インド､ベ
トナムなど50カ国をすでに超えています｡
